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京大広報
績も大きい。
さらに，戦後の新技術であるプレストレストコ
ンクリート構造についても，これに適した材料の
開発および改良，設計法，施工法の広範な理論的
実験的研究を行ない，耐震性を考慮した独自の体
系を確立された。これは単にわが国ばかりでな
く，耐震設計の要求される諸外国でのプレストレ
ストコンクリート構造の発展普及の原動力となっ
た研究で、あり，その功績はまことに偉大といえよ
う。
以上のように教授はつねに独創的見地から，建
築構造工学とくにコンクリートおよび鉄筋コンク
リー ト工学の未踏の分野を開拓し，その鋭い洞察
力と該博な知識をもってその力学体系の基本を確
立し，また，応用面においても新技術，新工法の
開発普及に多大の貢献をされた。
これに対してすでに日本建築学会賞が度けられ
たが，教授がこのたび日本学士院会員に選びれた
ことは，まことに慶賀にたえない。 （工学部〕
本学数理解析研究所長理
学博土吉田耕作教授は，こ
のたび日本学士院会員に選
ばれた。
教授の略歴を述べれば，
昭和6年，東京帝国大学理
学部数学科を卒業，同大学
院に約2年間在籍の後，昭
和8年大阪帝国大学助手，同9年助教授，同17年
名古屋帝国大学理学部教授，同28年大阪大学理学
部教授，同30年東京大学理学部教授を歴任の後，
同44年以後京都大学理学部教授，数理解析研究所
長として現在に至っている。また東京大学名誉教
授である。
教授の業績は数学の広い分野にわたっている
が，解析学とくに函数解析学における貢献は著し
い。なかでも，教授による線型作用素の半群の理
論（Yosida-Hilleの理論〉は， その理論的重要
性の面から見ても，その応用範囲の広さの面から
見ても，いまや解析学の一つの礎石であり，不滅
の業績である。 教授はこの業績によって，昭和39
年に藤原賞を，同42年には日本学士院恩賜賞を受
けられた。 （教授の多岐にわたる業絞の紹介とそ
の目録は昨年の東京大学理学部紀要（英文〕に詳
しい。〉
教授はまた，数学の発展のため学会に寄与され
たところも大きL、。日本数学会の理事長を幾度も
務められ，現在も理事である。また国際交流のた
め，アメリカ，ヨーロッパ，インドに幾度も出か
けられ，現在は国際数学連合の執行委員会の委員
である。
教育の面でも教授の貢献は大きい。略歴からも
明らかなように，多くの大学に奉職し，多数の優
秀な研究者を指導育成された。教授の20冊におよ
ぶ著書は，直裁的に本質に迫る独創的な方法とそ
の豊富な応用例によって国際的に高い評価を受け
ている。
このように数学に幾多の大きな貢献をされた教
暖が，このたひ‘日本学土院会員に選ばれたこと
は，まことに喜ばしいことである。
（数理解析研究所〉
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